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要旨

論文集『デザイン学研究』は，デザイン学の発展に寄与することを目的に，広くデザインに関する「論文」「報告」「論説」等の研究論文を掲載・発表するものである。論文集『デザイン学研究』に投稿できる者は，本学会正会員ならびに名誉会員とする。ただし，共著の場合，論文筆頭者以外はこの規定に必ずしも拘束されない。論文集『デザイン学研究』に掲載する「論文」「報告」「論説」等の研究論文は次の特質を有するもので，いずれも未発表の原著とする。ただし，本学会における口頭発表や梗概集への発表，本学会誌特集号への寄稿，本学会研究部会内における報告，シンポジウムや国際会議等での発表，大学の紀要や研究所・会社における研究報告で部内発表されたものなどは，論文集『デザイン学研究』に応募することができる。 (1) 論文（Original Articles）デザインに関する課題が理論的または実証的に論述され，独創性があり，目的・方法・手段・結論等が明記されており，学術的に価値ある知見あるいは結論を含むと認められるもの。

Summary 

The instructions for contributors to this jour-nal have been mentioned in the No.142 of the Bul-letin of JSSD Japanese. When you contribute your papers to this journal, you should use an applica-tion form on the backside of this page. You can copy and use the form. Additionally, the regulations for contribution to this journal are mostly in accor-dance with the regulations for the Japanese edi-tion. The Bulletin of JSSD accepts any qualified article motivated by general interests in "De-sign", irrespective of the field, the topic or the method of research. 1) The contributor must be the member of JSSD except when contributing in collabo-ration. When you will contribute a paper in col-laboration with other authors, the first author must be the member or a honorable member of JSSD.
１．はじめに

原稿は，日本語もしくは英語による完全版下(camera ready)原稿とする。製版後の校正は原則として不可能であるから，誤字や脱字がないよう，特に念を入れて仕上げる。万一，製版後に訂正の必要が生じた場合には，筆者が経費を負担する。原稿には，必要事項［掲載区分，標題，著者名・所属，キーワード］を記入した本学会所定の[投稿票]を添付する。なお，英語による執筆要領については，論文審査委員会に問い合わせる。「論文」「報告」「論説」は，標題，著者名，所属，要旨，図，表，注などを含め，刷り上がりを[ 2，4，6，8，10頁]のいずれかとする。刷り上がりは，最大10頁を越えてはならない。なお，提出する完全版下(camera ready)原稿には，必ず頁数を付す。標題は和文ならびに英文とする。特に，主題は簡潔に，一見して研究論文の内容がよくわかるように工夫して記す。また，「・・・・に関する研究(III)」などの研究の連続性を示す標題は主題とせず，副題にする。英文標題においても，「Study on ・・・」などとすることは避け，キーワードを考えて具体的に表現する。著者名は，研究の直接担当者のみに限定し，謝辞のなかで挙げるのが適当と思われる研究者を著者扱いすることは避ける。本文の内容を的確に表すキーワードを，各々最大三つまで記す。1) 別紙投稿様式に従って，[掲載区分，標題，著者名，所属，キーワード]の割付を行う。2) 割付は，既刊論文集を参考にし，原稿１枚目(刷り上がり１頁目)の上から13行(一段組み)に行う。3) 使用する書体とその大きさは，掲載区分[ゴシック体：12ポイント]，主題/和文[ゴシック体：16ポイント]，副題/和文[ゴシック体：8.5ポイント]，主題/英文[ゴシック体：12ポイント]，副題/英文[ゴシック体：8.5ポイント]，著者/和文[ゴシック体：8.5ポイント]，所属/和文[明朝体：8.5ポイント]，著者/英文[ゴシック体：8.5ポイント]，所属/英文[明朝イタリック体：8.5ポイント]，キーワード[ゴシック体：9ポイント]とする。

２．  研究の手順

2. 1. 調査の概要

和文要旨／英文要旨[Summary]に使用する書体はゴシック体で，その大きさは，それぞれ[8.5ポイント／9.5ポイント]，本文および注は[明朝体：8.5ポイント]とし，本学会所定の[割付用紙に記載された指示事項]に従い，横書き二段組みとする。天地左右余白(マージン)・段間余白(コラムスペース)は，[カメラ紙]の指定寸法に従う。要旨は，「論文」「報告」「論説」のいずれに対しても，研究内容が的確に理解できるよう，平易な文で簡潔に記述する。英文要旨[Summary]は十分な校閲を経たものと潔に記述する。英文要旨[Summary]は十分な校閲を経たものとする。

2.2. 類型化の考え方と手順

査読の段階で不備が指摘された場合は，ネイティブチェックを受けた要旨[Summary]を提出する。要旨は，原稿の１枚目(刷り上がり１頁目)左段，16行目から割り付ける。和文要旨の長さは，１行28字×16行(448字詰め)以内，英文要旨[Summary]は，約160ワード(17行)以内とする。本文は，原稿の１枚目(刷り上がり１頁目)右段，16行目から割り付ける。右段は，28字×36行(1008字詰め)とする。原稿の２枚目以降は，上から７行目までを空欄とし，８行目から二段組みで割り付ける。割り付けは，一段を28字×44行(1232字詰め)とし，二段組みとする(2464字詰め)。文章は，当用漢字，現代かなづかい，ひらがなまじりを原則とする。

(1)原則として，例えば，[緒言・序・はじめに，実験方法・調査方法，実験結果・調査結果，考察，要約・結語・結論・おわりに，謝辞，注]などの区分を設けて記述する。

(2)原稿には，大見出し・章，中見出し・節，小見出し・項などを設け，それらを明瞭に区分する。大見出し・章が変わる時には，１行あけて，新しい大見出し・章に入る。
なお，中見出し・節，小見出し・項が変わっても，１行あけない。大見出し・章，中見出し・節，小見出し・項などに使用する書体は[ゴシック体：8.5ポイント]とする。

３．  各部門別の類型化

3. 1. 類型化の手順

カタカナ表記することによって字義が不明確になるおそれのあるものは，この限りではない。なお，欧字のまま記す必要がある場合には，例えば，Morris, ideaのように，半角文字(１コマ２文字)にする。数字は原則として算用数字を用い，例えば表1，図2，30cm，7g，1kg，1,258，5時間， 80円のように記す。また，数字は，１桁の場合には全角文字，２桁以上の場合には半角文字を用いる。年号，月日は，原則として算用数字を用いる。また，年号は西暦による表記を原則とし，元号を併記する場合には，例えば1963(昭和38)年のように記す。

3.2. 基礎部門

句読点には，まる(。)，ピリオド(.)，コンマ(,)，中点・ナカグロ(・)，コロン(:)を用い，それぞれ全角にする。また，／「　」『　』（  ）｛　｝〈　〉《　》［　］【　】なども１コマに書く。量記号，単位記号，符合は，国際的に慣用されているものを用いる。単位は，原則としてSI単位またはCGS単位を用い，記号で表示することが望ましい。必要ならば，JIS Z 8203を参照する。

(1)文章中の式は２行にするのを避け，例えば，a／b，(ａ＋ｂ)／(ｃ＋ｄ）  のように記す。

(2)文章中の元素名，化学物質名は，原則として，文部省編「学術用語集，化学編」の和名で記す。
巻末の投稿票をコピーしたもの使用するか，以下のURLから投稿票pdfをダウンロードし，使用すること。本執筆要領の発効：本執筆要領は，平成13年4月１日以降に受け付ける。
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表1　基礎部門の項目とカテゴリー





図1　類型化による地域博物館の特性把握の手順
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